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１．はじめに

既設ダムに取水設備を新設する場合、既設堤体と一体となるような構造としなければならない．Ｆダム

においては、工事期間中に貯水池水位を空にすることができないことから、新設する取水設備基礎を直接

基礎とできず、基礎形式について種々検討した結果、既設堤体に張り出し基礎を設けた構造とした．この

張り出し構造は既設堤体に穴を開けてＨ形鋼を挿入してコンクリートを巻立てる方式とした．このため、

既設堤体と挿入したＨ形鋼との設計付着強度を確認するために現地でＨ形鋼の引き抜き試験を実施し、そ

の結果について報告する．

２．コンクリート試験及び鋼材引き抜き試験

(1) 試験項目

既設ダムの物性値を調査するために堤体上流面及び下流面からボーリングコア(φ20㎝，長さ70㎝)を採

取し、コンクリート試験（物理，力学試験）を実施した．一方、鋼材引き抜き試験は、下流面のボーリン

グコア採取孔を利用して現地で実施した．

(2) 取水設備設置計画図

Ｆダムはアーチ式ダムで新設する取水設備配置図は図-1に示すとおりである．

図－１ 新設取水設備配置構造
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(3) 鋼材引き抜き試験概要

引き抜き試験は法止めアンカー工試験のよう

に直接引き抜くことは、試験構造上ならびに危

険性を伴うことから、図-2に示すようにジャッ

キを用いてジャッキのストロークを利用する方

法とした．

なお、試験はコア採取のため使用したボーリ

ング孔(φ20㎝，長さ70㎝)に長さ50㎝のＨ形鋼

(H-100-100-6-8)を設置して試験した．また、

鋼材のひずみを測定するために、注入材の外側

に１箇所、内側に３箇所のひずみ測定装置を取

り付けて試験した．

荷重のかけ方等は 「引き抜き試験による鉄、

筋とコンクリートとの付着強度試験方法 （土」

木学会）に準拠して50N/㎜ 以下となるような2

図－２ 引き抜き試験配置図応力のかけ方とした．

３．試験結果の概要

． ． 、試験結果を表-1に示す ３箇所の試験結果は何れもＨ形鋼と注入材との間の付着部で破断した また

最大引張荷重も差がない結果となった．

表－１ 引き抜き試験結果

試験 注入材圧縮強度 最大引張荷重 最大変位 鋼材付着応力

(N/㎜ ) (kN) (㎜) (N/㎜ )No. 2 2

１ 72.1 492.7 0.46 1.67

２ 72.1 510.4 0.64 1.71

３ 72.1 494.5 0.78 1.64

試験前の予想としては、既設堤体と注入材との推定付着強度2.5 ，Ｈ形鋼と注入材との推定付着N/㎜2

強度2.8 として、Ｈ形鋼の周辺付着面積がφ20㎝の付着面積よりも多いことから既設堤体と注入材N/㎜2

2の間で破壊するものと予想した．しかし、試験結果はＨ形鋼と注入材との間で、平均付着強度1.7N/㎜

と低い値となった．応力に対する鋼材のひずみは、鋼材の深部が最も少なく表層に近いほど大きくなる

傾向を示し、鋼材の埋設深度によってひずみ量が異なる挙動を示すことが確認された．

４．あとがき

既設コンクリートに削孔して埋設した鋼材又は鋼棒の引抜き強度は、主に鋼材と充てん材間の付着強

、 、 （ ） 、度か 又は孔壁と充てん材間の摩擦強度で決定され 削孔径と定着部材周面 付着面積 の大小関係で

． 、 、引抜き強度が決定されると考えられる 今回の試験では 鋼材引抜き試験における計画時の推定強度は

削孔壁(表面整形なし)と充てん材間の摩擦強度がクリティカルになるものと判断していた．

しかし、今回の試験結果は鋼材と充てん材間の付着部分が破壊する結果となった．これは既設堤体と

充てん材間の摩擦強度を低めに考えていたこともあるが、各種基準類に示されている丸鋼の付着強度に

比べても低い値であり、Ｈ形鋼周面の付着強度は付着面積相当量が期待できないものと考えられる．こ

の結果を受けて今後は、埋設長さとの関係を調べるための試験を実施する予定である．
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